
、ヽ

渡辺生子 (日 野図書館分館長 ):開業 120周 年記念 とい うことでイベン トを開催 させて

いただきま した。皆様のお力により本 当にた くさんの人がい らっしゃって、無事盛大に迎

えることができました。今 日はその続きで、この音の「よもやまばな し」、日野駅が どうだ

つたか とい う話を皆 さんに自由に語つていただき、図書館 としま しては、これはやは り後

世に残 しておきたい と思いま して、この記録 を録音 して後々のために、テープ起 こしなど

をして冊子に作るな りして、後世に残 していきたいなと思ってお りますので、今 日は本当

に自由にご発言などをお願い します。

まず初めに、発見隊代表の滝本 よりご挨拶 をお願いいた します。

滝本光男 (仲 町 ):ど うも皆 さん、お忙 しいなかお越 しいただいて本当にどうもあ りが

とうございました。「よもやまばな し」 とい うことで、自分が 日野の駅を利用 したときに、

こんなだった、ああだった と、いろいろお話が出て くるか と思います。 とにかく私 も日野

にご厄介になってちょうど 50年 にな りま した。50年前は本当にまだ横断歩道はない し、

ガー ドレールもない し、本当に淋 しい、人 口があの頃何人だろ う、 1万 7,000人 ぐらい。

2万人いつてないんですね。それで、ここで商売になるかどうか とい うふ うに。当時図書

館のところが、郵便局に有山さんが売つたのが、 1万 2～ 3,000円 、坪。それで有山さんが

裏へ引っ込んだんですね。それでその当時多摩平の方が開発 されたのがその前で、坪 2,000

円とか 3,000円 とか、めちゃくちゃに 日野は置いてきば りを食つちゃつた感 じで。その点

ね、村か ら町になったのが立川 より早い し、これか ら日野を何 とか、大勢の方が 日野に来

てくれるようなまちづ くりに、何 とか私は したい と思つて一生懸命やってお ります。

今 日は 「よもやまばな し」 とい うことで皆 さんの知っていること、わいわい とやってい

きたい と、こんなふ うに思つてお ります。 よろしくどうぞお願いいた します。

渡辺 :あ りが とうございま した。それでは次に、日野の駅長 さんがお越 しいただいてお

りますので、駅長 さんの方か らお願い します。

山下駅長 :日 野の駅長の山下です。今 日は 「よもやまばな し」とい うことで、大変楽 し

みにしてまい りま した。 と申しますのも、今駅を預かつているのですけれ ども、この 120

周年を迎えるに当たって、いかに駅のことを知 らないかとい うのを思い知 らされていて、

特に昔のことをよくご存 じの方、あえて言わせてもらえば 「語 り部」 とい うんですかね、

そ うい う方々のお話は大変貴重だ と思います。そんな話を今 日お伺いできるとお伺い しま

したので、楽 しみにお伺いいた しま した。今 日は 2時間 ぐらいですか、ごめんなさ,い 、聞

く側になることが多いかと思いますけれ ども、大変楽 しみに しています。 どうぞよろしく

お願いいた します。

石嶋 日出男 :すみません、お待たせ して。事務局をしてお ります 日野図書館の石嶋 とい

います。 2時間ほどですけれ ども、よろしくお願いいた します。

早速ですけれ ども、明治 23(1890)年 に、開業 した 日野停車場。そ してそれか ら約 50年

ぐらいあとの昭和 12(1937)年 、今のところに移 つた新駅舎 と、新 1日 あわせて 120年 の歴史

を持つ 日野駅なのですが、先ほども渡辺の方か ら話があ りま したが、現在、 日野駅脇に展

示 してお ります写真。今 日も提供 していただいた方
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が何人かい らつ しゃいますけれ ども、その写真にまつわる思い出をまず皆 さんか らお聞き

したい とい うことで、よろしくお願いいた します。 これを記録に残 したい とい うこともあ

りますので、お名前 と、出身の旧町内名ですかね、教えていただければと思います。また

よろしければ何年 ぐらいのお生まれなのかもちょつと付けていただけるとあ りがたいです。

特に今 日は四ツ谷の小島 さんの ところのご出身である吉 田テイ さんにおいでいただい

ております。

吉田テイ :ど うも、何かもう昨晩の夕食のおか  |
ずも忘れるような歳になっちゃいましたもので、   |
昔のことなんか正 しくお答えできるかどうかわか  |
りませんけれ ども、私でわかるようなことはお伝   |
えいたしたいと思いますので、よろしくお願いい  |
たします。                 |

石嶋 :よ ろしくお願いいたします。吉田さ    
‐

んはもう90を。
吉田テイさん、谷スエさん姉妹

吉田 :長 生きしちゃって恥ずか しいんです よ。何 も役に立たないのに長生きしちゃって。

本当に申しわけございません。

石嶋 :よ ろしくお願いいた します。今 日は 90代 の方を筆頭に 80代 、70代 、まだまだお

若い方、学生 さんは 20代 もい らっ しゃるんですけれ ども、特に 50代以上 ぐらい、半世紀

以上前 ぐらいの、旧とい うのはおか しいですけれ ども、 日野駅、停車場なんかの話が特に

今 日出るとうれ しいなと思いますので、ぜひ よろしくお願いいた します。

さて、今皆 さんが見ていただいているのは、これ昭和 30(1955)年 、昭和 28(1953)年 ぐ

らいですかね。 日野駅を、ここが 日野駅になっていますけれ ども、 日野町の様子です。一

応ちょっとおさらい しておきますが、ここが人坂神社、大昌寺ですね。 ここが中学校で、

小学校。で、ここが 日野駅です。今 ここの ところに細 く見えますのが、これが旧甲州街道

で、実は皆 さんがここに、今大屋 さんがいますけれ ども、ここの ところですかね、このあ

た り。 ここが志村 さん、屋号で言います と大屋。四ツ谷の方はもうちょつとこちらなんで
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すが、ここに薬王寺があります。で、甲州、 日野坂 とい うことです。

で、これから見ていただく写真は、この昭和 12(1937)年 に移る前のいわゆる日野駅停車

場、ちょつと駅名看板が写つてませんで残念なのですけれ ども、こちらの方からまず写真

を映しますので、それを元にご自由にお話いただければと思います。

日野停車場

明治 30(1897)年代

佐藤彦五郎新選組資料館所蔵

石嶋 :こ れが佐藤彦五郎新選組資料館からご提供いただいた 日野停車場。明治 30(1897)

年代 とい うことで教えていただいているのですけれ ども。これは特に今ご紹介いたしまし

た吉田さん、いかがでしょうかね。ちょうど南側からこう停車場を撮っています。

吉田 :お寺さんのお うちね、あそこ、宝泉寺を上がって、あそこが結構な坂だつたんで

すよね。それでもうずつと砂利道でしたね。駅まで続いて、その当時、もう私はもう高等

小学校を卒業 してから東京の方へ奉公に出ちやつたものですから、盆とかお正月に うちヘ

帰るぐらいしか日野の駅 とい うのもね、乗 り降 りしないんですよね。その当時でももう間、

1人 2人 ぐらいしか乗 り降 りしないような駅だったんですよね。

石嶋 :ち ょっと拡大 してみます。人影が。これがちょうど駅舎ですよね。で、ここへ。

ここにも人が写つてますが、ここに写っているのはこれ、何なのかなと思ったんですね。

ちょつとわからないです。それで実はこれ と、もう1つ こうい うのがありまして、これが

やつぱり昭和の初期 とい うことなんですね。 日野駅停車場で、恐 らく向こう側が立川の方

t

t  向。

吉田 :飯綱神社 じゃないの。ちが う?

山崎 :飯綱神社のお祭 りなんですよね。

石嶋 :そ うだね。これがやつぱりあれですか。

荻原親雄 (横 町):飯綱神社のあれだね。旗だ

ねお祭 りの。

谷スエ (仲 町→四ッ谷):お地蔵 さんみたいな

感 じ。

不明 :「祝」って書いてあるね。

石嶋 :こ れやつぱりあれですかね、兵隊さんに

送 り出す ときの何でしょうかね。ちょうど出征 さ

れる兵士の方のc

不明 :出征兵士があったのかね。

日野停車場ホーム

昭和初期頃 (推 定 )

佐藤彦五郎新選組資料館所蔵

-3-



三浦清司 (仲 町):出征兵士がこんなの出さないもの。ほとんどみんなおばさんだから

持つ奴いないよ。

石嶋 :そ うするとそれはおかしいと。

木村邦生 (下 町):12年にこっちへ降 りてきているんだから、そのぐらいで出征兵士は

ないよ。

石嶋 :15年 戦争だから昭和。

不明 :「 祝」でもお祭 りだから。

荻原 :旗があるね。

不明 :提灯行列。

谷享司 (仲 町):日 の丸立ってるよ。

石嶋 :日 の丸立ってる、ここへね。

谷享司 :と い うことは祝 日。

不明 :祝 日のお祝いだけで旗なんか。

不明 :お祭 り?

谷スエ :ち ょっとあれお地蔵様みたいですよね。

日野停車場 ―駅舎 と駅員―

昭和 5(1930)年頃

馬場収氏所蔵

これはもう大分、昭和 10(1935)年 前後 とい う

(1930)年にもう電化 されてはいるんですが、

石嶋 :ち ょっとこのまま じゃわが らない

みたいです。そ うするともう1枚なんですけ

ど、あとはこの 日野停車場の、これは先ほど

ホームのところで、こちらが多分ホームで、

ホーム寄 りの、ここが駅長室だ と思 うんです

が、この方が駅長 さん。 これを提供 していた

だいたのが馬場収 さんですが、馬場収 さんの

お父 さんが写つています。 この駅の近 くにお

住まいの方が何人かい らつ しゃつ―たみたいで

す。 どなたかご存 じの方なんか、 どうですか

ね。吉田さんが写つてますですかね。 ちょっ

とわか らないですかね。ではもう1枚。

日野停車場

昭和 10(1935)年 前後

日野市郷土資料館提供

ことで郷土資料館からお借 りした駅。昭和

まだ今の新駅舎の方に移る前のようなんで
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すが、この辺は先ほど見ていたのと同じかなと。ここにちょつとこう写つてますけども、

女学生のような。ホーム自体は、このときはまだ単線だと思 うので、交換点がこちらと、

こちらと。で、ここを抜いていくんですね。

吉田さんなんかあれですかね、人王子の方に行かれるとか、あるいは逆に立川に行かれ

るとか。

谷享司 :立川はね、鉄橋を歩いて渡つたんですよ。 (笑 い)

石嶋 :何か、いかがですかね、この写真から。こうい う位置から(こ の写真の立ち位置

から見るとい うことは余 りなかったですかね。

谷スエ :向 こう側が立川方面なんですか。

石嶋 :こ っちはそ うですね。

吉田 :向 こうが立川ね。こっち側が続 くものね。結局向こう側ですよね、乗 り降 りが、

柱があつてこちらだけだつたんですよね。それで宝泉寺の坂を上がるとあそこに踏切があ

つて、そこを左へ行 くと、砂利道で駅へ行つたんですよね。そこに今考えるとあれが日野

の駅長 さんのお うちか何かだったのかしらね、そ うい ううちが。社宅があったんですよね。

石嶋 :こ の反対側 とい うか、ちょっとこう

い う写真も見ていただければ。これが新駅 と

い うか、12年、11年か 12年頃らしいのです

が、停車場の西側 とい うんですかね。この方

が天野さんっておっしゃるのですけれ ども、

台湾にいる (立川愛雄 さんと)、 これから結

婚されるとい うことで。

谷スエ :キ ヨさんでしょ。

石嶋 :こ の方は天野清子さんなんですけど、      台湾に嫁ぐ花嫁の見送り

この方は結婚 されるとい うことで台湾に行 く       ~日 野停車場前にて一

L   にあたつて、一族 とい うか立川 さん。 こちら        昭和 12(1937)年頃

がその旦那 さんになる側の立川家。で、こっ         天野嘉明氏所蔵

ち側にいるのが天野 さんのご家族。で、見送 りに皆 さんいらっしゃっているとい うところ

らしいんですね。これで、、谷 さんなんかも、おわか りの方 とか、ほかに何か。 `
谷スエ :前 にいる、こちらから3番 目の方、女性の方は小峯さんの娘さんですよね。実

家の前にいるスズちゃんですね。

石鳴 :やっぱり四ツ谷の方ですよね。

谷スエ :そ うです。ええ。一番端の人が天野、今何 とおつしゃるのかな。おばあちゃん

ですよね。

石嶋 :こ の方のお母 さんが。

谷スエ :お母 さんがそ うですね、台湾に行つた。

石嶋 :こ の方が立川 さんで、この方が旦那さん。で、子 どもさんがこの方。ちょっと人

物はあれなんですけど、これはその日野駅舎の前でとい うことなんです。
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石嶋 :こ れは新駅ができるとい うことで記

念に 日野停車場で撮 られた写真 とい うことな

のですが。 さつきの台湾に送 り出す方はもう

ちょっ と右手で、この左手がいわゆる改札 口

なんかがある方なんです よね。

不明 :こ れだけ駅員が。

渡辺 :た くさんいるんだよね、この ときか

ら。

日野停車場 ―駅舎と駅員―

昭和 11(1936)年 頃

馬場収氏所蔵

かもやつていましたから、それの、旅客だけ

たので、人が多かったのだと思います。

天野 :信号所があつたじゃない。

山下駅長 :はい、信号も。

石嶋 :こ ちらの方が駅長さんですかね。

山下駅長 :そ うです。この間その話になつたんですけど、帽子の 2本線が大体クラスの、

この方はちょっとボタシの上から3う 目の右下に、また徽章がありますよね。でもこれが

今でもあります。

石嶋 :こ ちらの方は助役 さん。

山下駅長 :え え、多分そ うい う形になると思います。

石嶋 :次 にじゃあ、行きますね。今 日荻原親雄 さんにお出でいただいているのですけれ

ど、提供 していただいた方です。荻原 さんから提供 していただいたなかに、先ほどの日野

停車場の面影を見る写真が。これだと難なくなく皆さんに。

荻原 :左側の高い建物が、これが信号所で、何 とい うんですか、あれ (レバー)。 あれ

等が入っているところですね。それで一番その、右側の先、そこが多分一番、何ですか、

駅長 さんかな。何か一番 トップの人がいる宿舎だと思 うんですよね。

山下駅長 :官舎。

荻原 :官舎。それでその手前の 2軒、もう1軒、 3軒あるんですけど、そこも官舎だつ

たんですね。それで旧駅とい うのはその先ですね。その辺にあったんですね、音の駅舎、

駅が。それで今この当時はもうなくなって、丸通とい うか日本通運の貨物船の引き込みと

い うか、あれになっていたんですね。

石嶋 :こ こへあれなんですか、これが。

荻原 :そ れが引込み線になっていたんですね。砂利 とかコークスとか、石炭 とか。

天野春光 (横町→八王子):ガ さヽい割には

人が多いよな。

山下駅長 :昔 は人出でやると、鉄道システ

ムもありませんでしたので、それ と今も話が

ありましたけど、貨物列車とか荷物列車なん

じゃなくて、そ ういつた取 り扱いもありまし
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石嶋 :今 の実践の女子大にいく道ってこう、

できてますよね。

荻原 :え え、それはそこの。

石嶋 :こ の辺にこう。

荻原 :そ うそ う、それがずつとまつす ぐ行つ

てるんですね。

石嶋 :じ ゃ、ここへは。

荻原 :切通 しですね。それで自分の家はそこ

の 2階家、そこですね。だから 20、 僕が越 した

のはまあ、家買つて引う越 して来たんですけど、

昭和 28(1953)年なんですね、越 したのが。それ

日野停車場跡

昭和 30(1955)年κ 浙半

荻原親雄氏所蔵 :

、ヽ_

t

つてなし

石嶋

不明

荻原

不明

で、何かその辺に昔は引つ越 した ときに駅があつた と。前に。それで何かそこの忠霊塔で

すか、あそこに天皇陛下、昭和天皇か何かが来たときに、お茶屋か何かをやつていた らし

いですね、昔、家が。それでそこに泊まった とい う話を聞いたことがあるんですけど。藤

棚があつた。

谷スエ :小松屋 さんだったっけね。小松屋 さんってい うの。私たちのおじいさんの兄弟

なんですけどね。小島から小松屋 さんへ昔、養子 とい うんでしょうか、入 りまびてね。や

つばり私もね、小学校まだ上がる前に母 と、福生におじがお りまして、そこへ行 くのに旧

駅、そ うすると6歳 、 5～ 6歳のときにそこで乗つた記憶があるんですね。それでそこが

小松屋のお じさんの家なんだよって言つて。で、藤棚がありましてね。それでそこで何か、

お団子か何かを食べさせていただいた記憶がちょっとあるんですけども。

荻原 :ただ家の前が多分、もう1枚 あると思うんですけど、そこに多分、まあ藤棚は写

けヽど、多分そ うい う面影があると思 うんですけれ ども。

|じ ゃ、ちょっとここであの。

すみません、今の。すみません、もうちょつと。ご自宅は今のどこら辺。

高速道路の南側ですね。今の中央高速の。

あの南。

荻原 :え え、今あの、何ですか、ここの。ああそ うですね、今指 してもらつた所に変電

所ができてますね。その辺が今変電所になるんですね。            ,
石嶋 :高速道路をちょっと過ぎた右手が、あれですよね、荻原 さんのところですよね。

高橋克寿 (新 町):今空き地になつているところ。

谷享司 :全然関係ない話、今右手の引込み線の上の方、そこの右手の山。ここが坂西古

墳、今の。それで引込み線をつくったときに、そこを切通 しに少 し削つているんです。そ

のときに遺構が 1個 出ているんですよ。それが何年前だっけ、昭和 51(1976)年 ぐらいまで

あつて、そのあとにもう一度そこを拡張する工事をやったときに、坂西古墳 とい うのが出

てきた。それがまた高松塚がでたあとだったので、すごく騒がれたんだけども、ものすご

く地味だったんで話題にならなかったです。 (笑 い)

荻原 :昔 は我々、小さいときに防空壕だと思って遊んでましたよ、中で。 (笑い)
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谷享司 :あ そこは古墳群で、全部で5基 あるんですけれども、最初1基が半分削られて

露出してたのですけども、それから南4111にずっと、あと5つ続いてて、話題になうた坂西

古墳っていうのは中の肇を全部、1胡粉ですよね、貝の粉で自く塗つてあったんですね。

渡辺 :今 の話の中で:右炭とかニニクスがかなり輸送の貨物のなかで大きな位置を占め

たのかななんて、私なんかは若いから想像がつかないんですけど、そのための貨物という

のがかなりあらたんでしようかね。天野さんのさっきちょっと、天野さんもちよっと話し

てねヽ何か石炭が。1 ■    |
天野 :そ こは引込み線で、いろんな貨物で、石炭だとか■ァクスだとか、そういぅもの

が入つて来たんですよ.|それとあと日通さん。丸通で|すね、昔の。それが、車が来て、そ

うして各、ここは工場が多いので、日野ジーゼル、今の日野ジ■ゼルですね、そこべ燃料

を持って行つたん:で
す。それとその頃、私は荻原さんの隣の上の方にいたんですけれども、

2階家め向こう側にいたんですけども、そのときに丸通の課長さんは高木さんだと思いま

す。声をかけてくれておこばれをもらって来たということです|(笑い)そ ういう思い出が

あります。 |       ‐   |

それでここは車が通るので、その丸通までで、その引込み線までしか道はなかったんで

すよ:も うそこで、そしてその奥にはちょうと山がありましたんで、清水が湧いていて泳

げたんですよ。それでぃろんな、子どものときですけどね、そういう
.あ―れがありまして、

それでそこでよく泳いだり、それから魚を取つてみたりしたんですけどもね。それでそこ

の山を、:こ ういう木が随分多くありますね6そ して線路が向こうの人王子の方に出ていま

すねもあの泥というのは、今の中央線の多摩川の、あの「ノリJをつくる|た めに泥を運ん

だと聞きました:それで今の多摩りIIの土手ができているということらしいです。それは親

父から聞いたんですけどねょそんなことです。       |          ‐

それであそこに信号機のヾ信号所のところに広場がありますね。それは日野のお祭りで

9月 2日 にお神輿が来てね、さんざそこで食べ食いしたりした|んですよ。そういう思い出

があります。

木村 :あ あ、そこまで持つてきたんだ。

天野 :はい。

ゝ ´

ヽ

荻原

山崎

石鳴

荻原

石嶋

荻原

石嶋

荻原

石嶋

そこですねb i

今公園のところですよね。                     .
官舎ですよね、の前に。

そこの広場ですね。

これが昭和 34(1959)年頃ですかb    i    ‐          |
そうですね。  |
ラジオ体操をしているということで、荻原さんは。 |    | :
右から3番 目ですか、後ろ、それですね、多分。  |    ‐

こちらが荻原さん6(笑い)それでtも う1枚 こういうのをいただいているんで

すけれども、これと、これ。先ほど信号所を教えていただいたんですよね。   |
荻原 :こ れ、多分それがJRの、そこまで用地だったんですね:それでうちの方は前の
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方を借 りていたんですよね。30坪 ぐらい多分あ

つたと思 うんですけど、今矢印があったところら

辺に藤棚があつた。

石嶋 :こ ちらが、親雄 さんですね。今おっし

ゃつたところ。で、矢の山のこれが、上の方がこ

っちなんですか。

荻原 :そ うですね、今アパー ト、大きい何で

すか、マンションになっているところですね。

天野 :で もこの頃が一番 よかつたね。暖かく

てさ、よくお世話になりました。子 ど もの頃。

石嶋 :そ うして、今大体 日野停車場 と出てきた

んですが、河野さんから、今い らっしゃっていま

すけれ ども、河野さんからお借 りした中にこんな

のがあります。ちょっと河野さんにこの辺をお話

になって。

河野喜映 :横町に住んでいた河野です。 これ

は写真の裏に書いてあつたのが昭和 12(1937)年

の 4月 か 5月 でしたかね。それで今の矢の山公園

ですけど、当時御野立場 と言われていて、一種の

公園になったので、そこから撮つた、宝泉寺の裏

山から撮った写真です。多分そこに写っている人

物は宝泉寺の先代の住職 さんとい うことだと思い

ます。 日野駅がまだ開く前、直前のところです。

それで、土手のところに斜めに線が走っています:

日野駅の駅の下に。 これは日野駅のいわゅる駅舎から、下の、今の駅舎からホームの一番

反対側、左側の奥に駅長室とトイ レがあって、そこまでの交通路です。コンクリで作 られ

ていまして、私はちょうどその下に住んでい

ましたから、そこがよく遊び場になっていた

んですけど。これが、一応そ うい うのがあり

ましたが、またあとの写真でちょっと出てく

るので。

杉の本がずつと写つているところの、ちょ

っといいですか、それをずっと左へ持つてい

つてください。駅舎の下。もう少 し上。杉が

終ったところですね。その上、そこですね。

そこが待合室ですね。本造の待合室があった

ところになります。それで左に松が写ってい

ますけども、実はこれ大きな松の本がありま

ラジオ体操をする子どもたち

一日野停車場跡―

昭和 34(1959)年夏

荻原親雄氏所蔵

信号所 一日野停車場跡―

昭和 32(1957)年初頭

荻原親雄氏所蔵

一■獲
・鮮

現矢の山公園付近か ら日野駅ホームを望む

昭和 12(1987)年 4月

河野和正氏所蔵
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して、「笠松」とい う松がありました。先ほどちょっと出ましたけど、陸軍大演習が大正

10(1921)年 の 11月 にあって、そのときに昭和天皇が皇太子の時代にここへ来 られて、何か

監察する陣地 とい うか、場所が置かれたんですね。そのときにこの松の下に置かれたとい

う状況です。で、それを記念 して御野立場 とい う公園になって、戦後忠霊塔、あるいは慰

霊塔がつくられて、今矢の山公園になったとい うことです。下に見えるのが宝泉寺の本堂

と、今桜が咲いています、そこのところ。ですから、桜の咲く時期に撮うたといふ うで、
その下の畑は麦になっている。まだ麦畑ですね。そ うい う状況です。

石嶋 :も う1枚。

河野 :こ れですね、左側の端の方に線路

が写っているんですね。それで実はまだこれ、

駅ができる前の写真で、11年の 2月 の雪の

あとに、12年の前の年ですね。 11年 の 2月

に、雪のあとに撮った写真で、まず電化 され

ているんで碍子がたくさん乗つている電柱

がそこに、電線が通っていますね。これは私、

子どものときもこの記憶があります し、戦後

までありました。それで民家が手前の方にあ

りますけど、民家の右手の雪が、それがもと

の甲州街道ですから、さっき四ツ谷の方から

来られたって、日野駅に行かれるにはそこを

通 られたとい うことになります。その右側が宝泉寺とい うことで、最初の電柱の下側の、

我々の家はこれ、三田コウちゃんところの家ですね。その向こうが、それが三田、「棒屋」
ですね。その向こうが 「橋場」で、 うちの家になります。一応大きなところはそ うい うと
ころですね。あと右手奥の方に、もう少 し右ですね。その奥の木立が、それが人坂神社 と
い うことになります。大体そんなところですね。

石嶋 :はい、ありがとうございました。そ うすると、大体今、日野停車場についてちょ
つとお話いただいたのですけど、何か付け足 したいとか、ご質問とかあれば、おっしゃっ

ていただければ。                             `
河野 :ち ょっと荻原 さんのあれ、いいです

かね。あの遠景。それで、ちょっと言つてい

いですか。ここからここまでは切通 しです。

これが自然のくば地が残つたんですね。 さっ

き言いました、話にありましたように、ここ

は自然面です。それでここは話に出ました切

通 しになってぃまして、今試験場があるとこ

ろだね。それから多分荻原 さん、これ ヒュー

ム管ですよね。ちょっと出なかったヒューム
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管も一応搬送されて。 ここの部分が多分車が入れるようになったんじゃないですか。ここ

まで。

荻原 :そ こは入れていたね。

河野 :だ と思います。それであとここに 3本線がありましたので、その間に、ここに電

車が止まっているとい うことで、これ 3両編成か何かみたいですけど、 4つ ドアで窓が 3

段になっているような感 じ。茶色い古い電車が写っています。

それと明治の、最初の写真いいですか。あ、昭和の写真。ちょっと荻原 さんにさつき聞

いたんですけど、これが荻原 さんのところですよね。

荻原 :そ うですね。

河野 :こ の建物は。これが。

荻原 :そ れが高木 さんだと思 うんですね。 さっきあった手前の 2階家。

河野 :こ の 2つ は荻原 さんの写真にも載つていますね。あとですね、ちょっとこれは私

の想像ですけど、この建物ですけども、これちょっと荻原 さんまでお願いできますか。 も

しかしたらですけど、この建物は何 らしか可能性あるようなところですね。この建物で、

これ信号所のちょっと棟が見えてます。信号所は少 し見えますけども、この建物が大きさ

と場所的には一番あれに近いんじゃないかとは思 うんです。昭和 12(1937)年 の、引つ越す

前の写真に近いんじゃないかと。ですから、そ うすると駅舎はこの辺 りにあったんじゃな

いかと。もとの、停車場ですね。停車場は。だから停車場の前が広場になっていない。荻

原 さんところのまん前にあったんだろうと、 じゃないかと考えられるんじゃないかと思っ

ています。

石嶋 :今 ちょっと駅舎の方を見ていただいたので、ちょっとここで全然違 う。これは今

日いらっしゃっていませんけど、佐藤元雄 さん、「藤屋」とい う屋号の。元雄 さんのところ

で発行 された日野名所絵葉書の中の 1つで多摩川鉄橋ですね。これ、単線なので、今で言

うと上 り線ですかね。手前が日野、向こう側が立川でよろしいですかね。この部分(大分

今あれですけれ ども、多少残つているところもあります。古いあれで。この汽車なんかは

多摩川鉄橋

―藤屋発行 日野名勝絵葉書―

大正 8(1919)年発行

佐藤元雄氏所蔵

ね、鉄道関係の方にお聞きした方が早いのか もし

れないですけども、今回 120周年記念で、あれは

クッキーですね。クッキーを作 りましたけども、

なかなか昔の、これは何年 ぐらいで したつけ、大

正 8(1919)年 に発行 していますか らその頃なんで

すけれ ども、明治の、この当時の汽車 とい うのは

確認できたんで したっけ。

谷享司 :一応イギ リス製の 2000系 とか言われる

蒸気機関車 じゃないかなと思います。

石嶋 :ク ッキー じゃない、 ごめんな さい、クッ

キー じゃなくてシールね。シール を今 日来ていた

谷享司さんにア レンジ してもらったんですね。
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それで作つていただいたんですけれ ども、こうい う機関車、大正の時代ですね。 もう1つ

郷土資料館の方からお借 りしたやつが、こうい うのね。 これは全然違 うんですけれ ども、

市川写真館つてあるんが、これは人王子にあつた市川写真館で、ちょつと日野の高幡にあ

る市川写真館 とは関係ないそ うです。 これ も、北村 さん、こちら、手前が 日野でよろしい

んですかね。

北村 :多分そ うですね。

荻原 :こ れ、機 関車が逆 さになつてい るけ

ど、何かあるんですかね、引き方が。

石嶋 :こ うい うのつてい うのもあるんです。

山下駅長 :そ うですね。

石嶋 :こ れは手前に進んでいるの ? 押 して

いるの ?

谷享司 :日 野の方に。

石嶋 :こ の方が馬力はあるんですか。

山下駅長 :そ れは前進の方が、当時の機関車、

汽車ですか、蒸気機関車も前進の方が。自動車

と同 じよ うに考 えていただいていいんですけ

れ ども、前進の方が馬力はあ ります。

石嶋 :ち ょっと2点汽車を見ていただきました。

谷享司 :ち ょっとこれ、蒸気機関車は違 うよ。同じ機関車 じゃないよ、これ。

石嶋 :小 島さんなんかは、昭和 5(1930)年 にもう電化 しているんですけれ ども、お乗 り

になったのは汽車なんかはお乗 りになっているんですか。

小島 :貨物列車とい うんですか、石炭 とかね、何か積んだ。子 どもの頃よくあれが何十

台続いているかなんて数えたのね。65、 66な んてしたのを覚えてますけどね。

石嶋 :も うあれですね、電車を乗 られてたんですかね、昭和 5年 にもう電化 しているか

ら。

小島 :電車であれですよ。会社なんかに行つたんです。

石嶋 :貨物なんかは。

谷享司 :蒸気機関が使われていたのは、貨物がほぼメインだったみたいです。と.は書い

てあつたけどね。これね、よく見ると蒸気機関車の両サイ ドに付いているステップがある

の。そのちょっと上、そこ。そこが、この蒸気機関車は前が上がっているの。これが何か

ね、イギリス製にあるので、さっきのはまつす ぐだつたんでものが違 う、違 う電車。これ、

まっすぐでしょう。だからさつきのとは違 うんだよ。

櫨
=菫

鴬,t・

多摩川鉄橋

大正 5(1916)年 ～10(1921)年 頃

市川写真館撮影

日野市郷土資料館提供

-12-



石嶋 :はい、汽車をちょっと2点 、見ていた

だきました。そ うするとちょっと今度は、今度

のはね、もう新駅ができたとい うことでお祝い

の、人坂神社で、これ豊田行きと両方なんです

ね。ここへちょっと書いてありますけど。 日野、

旧字ですね。 日野豊田両駅開通、開通って書い

てありますね。「祝開通」。ここでこうい うお祝

いをしたとい うこと、あれなんですかね、小

島さんなんかは覚えていらっしゃいますか ?

日召不口12(1937)年 。

小島 :残念ながら。

日野豊田両駅開通祝賀会 ―八坂神社 ―

昭和 12(1937)年 6月

日野市郷土資料館提供

現在地に移 つて間もない頃の新駅舎 と駅員

昭和 12(1987)年 6月

馬場収氏所蔵

谷享司 :昭和 12(1937)年 じゃもうあれだよ。

小島 :新駅ができたときにはいませんでしたからね。

山下駅長 :今 のケースで、私、今のその 日野～豊田、豊田～ 日野ですか、これは「開通」

とい うのは何を、開通をお祝い したのかとい うのはちょっと一瞬わか らない、でも日野は

明治 23(1890)年、豊 田が明治 34(1901)年開業だと、その当時の写真ではないみたいですの

で、何の記念だったのかなとちょっと、もしおわか りになれば。

石嶋 :開 業が、12年 にお祝いを人坂神社でやったとい うのは記録にあるみたいですね。

その前のは。

不明 :「 開通」 と書いてあるんです よ。

山崎 :「 開通」つて書いてあるのに、 日野駅が新 しくなった。

不明 :複線化。

山下駅長 :複線化がその昭和 12(1937)

年ですか。

不明 :そ うですね。

山崎 :タ イ トルの付け方が適 当過ぎる

ん じゃないの。

石嶋 :明 治 23(1890)年 にあれは宝泉寺

で何かやったとい うよ うな。で、今回の

展示でもよく使われたのが、今回もこれ

と同じようなシチュエーシ ョンで、駅員

の方に撮ってもらお うと思っていたんで

すけど、撮れませんで したね。

山下駅長 :ち ょっ と微妙に位置が違 うんですが、実質行ったメンバーで写真は、このよ

うな形のものは一応撮っていますね。微妙に位置が違 うんですけども、あ ります。

山崎 :こ れ、絶対道の真ん中か ら撮っているよね。

河野 :人数は 15人ですね、こっち。 さっき 13人だつたけど、増えている。
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大坂上か ら新 日野駅ホームを望む

昭和 12(1937)年 頃

馬場収氏所蔵

石嶋 :こ れが 12年で、あとこれ上から、

坂上とい うのもおかしいんですけれ ども、階

段がいまできています、その上辺 りなんです

よね。さっき河野さんからお借 りしたやつは

逆方向から撮ったみたいで、反対、西の方か

ら南西部。河野さんのところはこちらでよろ

しいんですか。

河野 :多分そのあたりだと思います。

石嶋 :こ こですかね。今はちょうどみず

ほ銀行が建っているわけですけれ ども。

山崎 :駅の印象は変わらないね。 (笑 い)

ちょっと 伸びているとか、ちょつと掘 ら

れているとか、そんな感 じで。

日野駅は。天野 :昔 と今 と変わ らないってい うの、

石嶋 :こ れは小西六が、六桜社、小西六

の方で日野駅 と豊田駅の方が出ていたんで

すが、「改築の日野駅」 とい うふ うになつて

いるんですね。だから本当に旧駅を持って来

て改築 したのかなと思ったん―ですけども、そ

うではないんですね。

谷享司 :ち ゃんと設計 した人がいるから、

伊藤滋 さんって。 (酒井哲著 「日野駅舎

民家風デザインの謎」『多摩のあゆみ』

129号 )

石嶋 :それは今 日、いるいろ資料もあり

ますので、図書館なんかの方においでいただければまた参考にしていただけるんじゃない

かと思います。で、ここをよく見てください、ここ、この辺をよく見ておいてくだ.さ い。

谷享司 :出たの? この間のか。

石嶋 :こ れなんですよね。ここを谷 さんと歩きながらこう、これちょつと本当に日野の

駅の、駅だとしたらこちらに駅舎。これ昭和 3(1928)年 だとするとまだ駅舎はできてない

んですけれ ども、今のこの日野駅辺 りなんですけれ ども、昭和 3(1928)年 とい うのは昭和

天皇の御大典 とい うお祝いので張ったんだと思いますけれ ども。ここのところがね、この

辺がちょつと。

現在地に移 つて間もない頃の新駅舎 と駅員

昭和 12(1937)年 6月

馬場収氏所蔵
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J孝
谷享司 :道路のガー ドの高さと、今のガー ド

の高さと幅 とを見ると合わないんですよ。それ

とノリ面の形も違 うし。真ん中にないですよね。

それでこの写真見ると今の駅のところで、ガー

ドがあつて、鉄骨の部分がどのぐらいできてい

るのかと思つたら、ぴつた りしかつくつていな

いんです、あれ。長 さが。ちょっとバランスが

違いすぎるんだよね、見ると。それで何 とい う

のかな、駅舎の方にもつと鉄橋が伸びているの

かと思ったんですが、そ うでもないみたいなん

ですよね。そこをちゃんと切つてあるので、と

い うことはそんなことないとい うことがあるん

御大典奉祝 ―甲州街道ガー ド付近―

昭和 3(1928)年

佐藤彦五郎新選組資料館所蔵

ですけど。

石嶋 :駅長 さんにお聞きしよ うか と思ったんです。 (笑 い)我 々が中に入れない部分つ

てあ ります よね。今 ここが通路になっていて、何か休憩室 とかって表示が出ていたのです

けど、その空間ってい うのがあ ります よね。で、その空間か らこの上のこう、これは見え

るものなんですかね。 こうい うところつて何かいつ作った とかつてい う、よく表示があ り

ます よね。そ うい うのつて、この向こ う側だから、上 りだか らこっち側だ と思 うんですけ

れ ども、何かこう表示 されているものなのかなあとい うことで。

山下駅長 :あ ると思います。 あると思いますね。

石嶋 :だか ら最初はあんな広かったけれ ども、そのあとに付 け足 しているのか どうか。

谷享司 :いや、それにしちゃ鉄骨切つちやつてるのがおか しい。

山下駅長 :こ れだ と何年頃の。その碍子があるとい うことは電化 された状態なんですね。

石嶋 :と い うか、まだ昭和 5(1930)年 と言われていますので、これが本当に御大典だつ

た ら昭和 3(1928)年 なんです よね。

谷享司 :こ れは旗で勘違いす るんだけれ ど、これは明 らかに旗が道路に立っているんで

す よね。

荻原 :甲 州街道沿いに旗が立っている。

石嶋 :ま だ実際その、開通、北村 さんにお聞きしようと思つたのですけど、道はつ くっ

ているけども完全に開通 しているの ? 日野橋はもうできていますか ら、そのあと整備 さ

れているところで、完全にできているのか どうか。

不明 :いや、今のことだよ。

北村 :ち ょっと、はっきりはできていないん じゃない。 7年 とかつて言 う人もいますよ

ね。ただそれはちょっと確認はできないで しょうね。 7年頃だつて。

石嶋 :そ れでね、この前今尾 さんの講演会の ときに、自分は出 られなかったんですけど、

いただいた地図があつて、これが明治 28(1895)年の。ちょっとボケちゃって申し訳ないの

ですけれ ど。これね、もう「日野停車場」つて、こうなっているのね。ここが旧甲州街道。

で、まだこっちが全然。昔か らここは何か道があるのかなと思つた ら、特にそ うい うあれ

-15-



でもないみたいなんですけど。

それでもう1つ、今度は明治 39(1906)年。ここの ところがまだ、今の大屋のところです

よね。今はこうい うふ うに沿つてこうできているみたいですけど。で、もう1つ あつたの

が、今明治 39年 まできましたっけ。そ うす るとちょつと飛ん じゃ うんです よね、これが昭

和 24(1949)年。これがもう日野坂にな ります。ちょうどこの間あた りがないので何 とも言

えないんですけど。 ちょっと地図の方 も参考までに。
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そして戻つて、これが本当にこの日野駅のそばのところなのかどうかはちょつと疑間に

あるとい うことで。

荻原 :多分橋をかけるときに、真ん中にこことい うかね、連結するのにあそこにとりあ

えず仮支柱を立てて、それで取つ払つたんじゃないですかね。距離的に見て、距離がちょ

つとわからないですけどね、大体こう、こっちの方は遠 くから撮っていますよね。多分橋

は仮支柱 とい うか、架設するのに多分そこで 1回抑えて、そこでつなげたとい う感 じだと

思 うんですよね。桁を。

石嶋 :こ こからスター トしているとしたら、長 さ的には何かあるかなと思 うんですね。

そこはちょっと駅長 さんに。

谷享司 :あ そこ、切れてる。石の上のところで切れてる。

荻原 :あ れ、あそこは昔は階段だつたんですよね。

谷享司 :階段です、あそこ。

荻原 :そ うですよね、登 り、ずつと。それで。

谷享司 :ま っす ぐ突き当たって左に上がっていったんです。突き当たつて左なんです。

石嶋 :謎が。

谷享司 :ち ょっと長いなつてい うんだよね。

石嶋 :で、そんなのの逆から見たやつは。

これは日野坂の方から写 しているみたいです

けど、これもやつぱり昭和の初めとい う感 じ

だった、整備 されて。

不明 :で も長い感 じだね。

石嶋 :こ このところは今の用水がこう流れ

ている。もともとはやっぱりここへ、こちら

側にこう来るのはこれ しかなかったんですか

ね。ここの、このガー ドとい うのはもともと

なかったみたい。最初からこう建てたときに、作つ

甲州街道 日野坂か ら現 日野駅方向を望む

昭和初期頃 (推 定 )

佐藤彦五郎新選組資料館所蔵

たとこにこうい う形になっていたんで

すか。

河野 :それはだから土手ですよね。道がなかったわけだから、土手。で、東光寺へ行 く

用水のところに、道路の上に道を作って、橋を作つて通れるようにしてあったんですね。

谷享司 :何かこれは聞いた話ですけど、四ツ谷のガー ド前にあつた狭い道。あれがなか

つたときに結局、土手の上に踏切があつて、荷車が通れないのでよく押 してやっていたと

い う話 と、大正になってからあれを作ったんですよ。でもやつばりこのガー ドは長いな、

随分。

荻原 :あ るような気がするけど。

河野 :あ そこの民家がよくわからないんだよね。

谷享司 :いや、反対側が切れているの。 とい うことはこれは架け替えたんじゃないの。

新 しくしたんじゃないかな。

河野 :そ うだね、そこで、確かに真ん中に。
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荻原 :あ るね、柱がね。

谷享司 :と い うことは両側をもつと狭めてあれ じゃないの。真ん中を外 したんじゃない

の。

荻原 :それ と、あれなんですかね、一番最初はこうだったんだけど、道路が真ん中に来

ちやつたので架け替えたとい うことなんですかね。短く。 (笑 い )

石嶋 :で は大体その、これからは皆さんに近い写真に。 (笑 い)昭和 20(1945)年代にい

つてみようと思 うのですが。今 日は三浦清司さんにもお出でいただいているんです、ここ

らへんから。もう実際ホームの上ですかね、ここらへんちょっと三浦 さんに何かお話をい

ただきます。

三浦 :昭和 6(1931)年 生まれです。皆 さ

んよりずつと年が多いので安心 しま した。

この当時は毎年のように雪がた くさん降つ

ていま してね、特にこの、私、ここか ら大

塚 とい うところがあるんです よ。そ この と

ころにね、大学がそこにあったものですか

ら、毎 日そこへ通つていたんです。何 しろ

寒 くて寒 くてね、一番評判の悪いのが 日野

駅だつたの。それで確か一番奥の方 に建物

があったのを記憶 しているんです。なんで

建物がそこにあったのかよくわか らないん

だけど、多分向こうの方か ら線路をくぐっ

て、向こうから近いか らさっとこう上がって くる連中が結構いるんですよ。キセル をやつ

ているとい う意味 じゃなくて、 ぐっと回るのは遠いから、向こうか ら来たんです よね、多

分。そこにこう何か監視なのかわからない。

荻原 :踏切があ りま したよね。

谷享司 :あ の手前側の建物って、ワイヤーを上下する駅員 さんがいた ところじゃないん

ですか。

河野 :あれを見た らさつき言つた トイ レと、駅員のところが最初あつたんです よ、建物

が確かあそこの端に。

天野 :あ そこか ら上がる場合 には踏切番がいたか ら、踏切番の人に定期を見せて、俺な

んかも向こうから上がったよ。

三浦 :た だ、余 り乗客には関係がないものですか ら、中をがらっと開けてみてね、どう

だなんてそ うい うケースは全然いつてないんで、ただ変な うちがあるなあとい うところで

すね。 (笑 い )

山崎 :純真な大学生だったんだ。 (笑 い )

三浦 :それで、雪がた くさん降 ります と電車が並みのスピー ドでなくなっちゃ うんです

よ。それで、これはわか らないではないんですけど、乗客の方 もばかにスピー ドが落ちて

日野駅ホーム ー豊田駅方向―

昭和 20(1945)年代中頃

三浦清司氏撮影
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きちゃつたなんてね、ちょらと心配しているみたいでいろいろありましたね6たちたこの

絵だけで、私はここからもう新宿までゲーらと行つちゃいますから、それから山手線に乗
つて大塚の駅で降りちやって、そうぃうふうにやるだけなもの|ですから、本当はこの駅の

写真を見ながらt当 時のこの日野駅の周りがどうなうているのか、そういう写真はないけ

どね、ほとんどよく覚えています。それが非常に問題があるの。今とほとんど変わらない:

日野の駅は魅力がなぃ。なぜなればほかに、私も大塚だとか向こうの方に通つてました

けども、みんな途申で、ここで突つかかっちゃうんですよ。結局食い物屋はいろいろある
し、それからパチンコ屋も2o～9年のときだって結構ありましたよ。これはちょうど同じ

ときに、大雪が降ったときに、本塚駅の国鉄の、.こ れが駅です。こんなに立派な銀行もあ

るしね。銀行なん
|が

自野にはなかったですよ。そぅぃぅふぅなところですねg   i

それからこういう電車が通うていたんです。チンチン電車と称する:私はチシチン電車

に4歳 ぐらぃのときに乗ったことがぁるんですよ。どうするのかってね、さらきから問題

になつていました旧停車場どいうのがありましたね、1昔の。あそこから人三子に行くんで

すよ。で、人
=子

に行きますとね、これが路面を通つているんですよ。通っているんです。

それでびっくりしてね、こういう幹線の電車のはかに、まちの中にこんなのが通っている

つていうんで、いや、子どもながら面白かつたですね、乗らかるのが。金は全然払つたこ

とはないんだけど、何だか知らないけど乗っかったよ。窓から首を出してみたりしてね、

非常に面白かった。

それからすぐそばに、この当時日野なんかには全然ないんだけども、駅の隅に公衆電話

があるんですよ、こういうやつ:電話のかけ方も知らないんだものね:だけど設備はある

んですよ。誰かが使っていた.ん でしょうね。つまりこうぃうところがもう全然田舎でね。

もうこっちべ行くと都会。もうがつかりしちゃうてね。まずこんなどころには長くぃると

ころじゃないと思っていた。           |  . :      :

石嶋 :三浦さんすみません、日野のここなんです、|こ の写真でね、これがあれですよね

飯綱権現。

三浦

右嶋

すかね、

三浦

石嶋

天野

河野

天野

三浦

飯綱権現。一番左の方のね。       | ■ :  ‐ | :  |
で、ここに写つているのがさつき荻原 さんから教えていただいた、これ信号所で

ここに。                                       ,
そ うですね。

で、手前がその詰め所みたいな。踏み切 りはこれ、ここら辺なんですかね。

あれはね、踏み切 りのあれかもしれない。

そ う、踏み切 りのかもしれないですね。踏切番の人がいて。

一番端にあつたことはあった、もつと上に。  1  ‐    ‐

本のいた気配はほとんどないんですよ。

谷享司 :いや、あそこはこういう回転式のあれで、|フ イヤァが両側で止まっててぐっと

降りるやっだったんだね。遮断機がついていて。回してるおじ.さ んがいて。

山崎 :見ていたんだ。(笑い)

t
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谷享司 :面 白くて。

石嶋 :実 は荻原 さんからそ うい う、 1

よっとこう、ああだめだ、すみません。

・つ。

河野 :遮断機。

石嶋 :そ う。

谷享司 :何 となしに見えるな。

荻原 :あ の信号所の裏 じゃないかな、多分。

河野 :踏み切 りの写真あるの。

枚あるんですよね。この中に踏切が。これだ。ち

実はここのところにね、踏み切 りのこう降 りるや

琴

荻原 :いや、信号所 じやないでしょ

踏み切 りじゃなくて信号所の裏だと思

これ。信号所の裏から撮ったやつ。

石嶋 :重 なっちゃっているんですけ

う。多分、

うんですよ、

ど、河野 さ
信号所付近

昭和 30(1955)年前後

荻原親雄氏所蔵

ん、あれですよね、ここの。

河野 :それ が信号所 です よね。

こっちが信号所か、踏み切 りはここにはない。

踏み切 りはなかったと思います。

日野駅ホームか ら雪の 日野

坂、東光寺方面を望む

昭和 20(1945)年代中頃

三浦清司氏撮影

石嶋

河野

荻原 :そ れで何か線がこうなるのが、ワイヤーか何かだ。昔は何かワイヤー付きの何か

切 り替えの レバーのワイヤーだ と思 うんです よね。

石嶋 :じ ゃあ戻 ります。そ うした らば、

これで。あと三浦 さん、もう1枚 あるので

それをまとめて。三浦 さんの、これですね。

これは駅のホームから東光寺、いや 日野坂

なんかの方を撮った写真なんですけど、こ

れ をち ょっ とまた三浦 さんに教 えていた

だいて。

三浦 :日 野も工業化の道をた どつている

んですね。 (笑 い)それで、一生懸命工場

を作 つて とい うよ うな ことになったわけ

ですけれ ども。 ところがですね、足がない

んです よ。ほとんどの人が歩いて行 くんで

すね。 自転車で行 く人 も余 り知 らないです。

谷享司 :雪が降るか ら。

三浦 :普通の ときでも自転車で行 く元気がある人はほとんどいない。何 しろ自転車がボ

ロだから。上まで行けないの。それで歩いて行ったのを覚えていますね。

谷享司 :あ 、バスがいるわ。ボンネ ッ トバス。みんな歩いてるなあ。

山崎 :バ スいるけど歩いてる。

- 20 -



三浦 :いい加減あとからバスができたように思います。

天野 :あ あ、そ うかもしれないな。

山崎 :みんな日野 自動車に行った りしているんですか。

谷享司 :ど うみても日野ルノーじゃないの。

荻原 :日 野自動車と神戸製鋼 ? 神鋼電機 と。

三浦 :み んなその坂の上。坂の上に行 く人は全部ここのところをテクシーか。 (笑 い)

すごいのは駅前にタクシーが、小島さんとい う人がタクシーをやっていた。 どこまで行っ

ても 5円 。遠かったって何だって関係ないんです。 1回乗つたことがあるよ。これはすご

かったね。円タクつてい うけどね、それ どころじゃないね。

谷享司 :こ れ、全然関係ない話だけど、ここの建物が写つているじゃないですか。

三浦 :こ れは平野さんの、不動産屋の建物です。

谷享司 :不動産屋の建物ですよね。それでそろばん塾があった。

河野 :田 中珠算塾。

三浦 :そ ろばん塾、そ うですね。

天野 :田 中さんのところかな。

谷享司 :思い出したよ。

井上博司 (大 坂止):じ ゃあ今もビルを持ってる?

不明 :う ん。

石嶋 :こ れ 20年代当時だったんですけど、

三浦 さんすみません、その前に見ていただか

なきゃいけないのは。 これ、戦時中ですね。

谷スエ :出征兵士。あた したち、行つたね。

みんな して行きま したよ、送 りに。駅の向こ

う側に。まだ今みたいに発達 してませんで し

たから。

石嶋 :こ の方が出征 される方ですね。

谷スエ :え え、それでこちらの前でね、み

んなもう出征するたびに学校出てみんな応援

に行ったの。お見送 りに行つたんですけどね。

石嶋 :今発言 していただいている谷 さんの、一番上のお兄さん、茂雄 さん。昨年亡くな

られましたけど、『 四谷のむかし』とい う本のなかで、それを、一番後ろに婦人部 とい うの

ですか、の方たちの日誌みたいなのがあって、いつ誰々さんを見送 りに行つてとかい うの

が出ていましたですね。ずっとこう、河野さん、ちょうど今の、ここが待合室ですかね。

石嶋 :が らっと飛ぶんですけども、それで河野 さんの名前を出 したんですが、とい うこ

とはちょつと時代は 30(1955)年代なのですけど、ここです よね、 さっきの。

河野 :そ うです よね、待合室。

出征兵士の壮行

昭和 10(1935)年 代後半

日野市郷土資料館
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石嶋 :向 こう側、反対側から。で、こちら側が山下堀があつて、ここが棒屋、三田さんで、

河野さんのお宅がここ。ちょうどここが今みずほ銀行が入つているビルあた りとい う。で、

さっき三浦 さんがホームから写した写真を見ていただきましたけれ ども、もう1つ。

これが古谷庫太 (く らた)さ んとい う方 の奥様なんですけどね、今もご存命ですけれ

ども、ホームの上。ここの光景をちょつと覚えておいてください。

＼ _

どれでは、今度は動画です。短いですけども。これは東 さんとい う方が昭和 20(1945)

年代後半から 30(1955)年代 とかを 8ミ リで撮 られたやつをお借 りしてDVD化 したもの

です。

東 尚士氏撮影 の 8ミ リ
ー
映像 (DVDに 変換)を上映

谷享司 :絶対に改札は木製なんだよ。鉄パイプの手すりがあつたんじゃない。

石嶋 :も う1度見ますか。ここの駅舎、入ります。ここが甲州街道、おそば屋さん。立

川方面からさっきの女性がこう、同じような。このあと、ここはちょっと疑間が残ります。

河野 :ち ょっといいですか。右手に写る2階家が信号所で、フィルム自体が左右逆にか

かつているんじゃないですか。この部分。

石嶋 :そ うですね、こういうふうじゃないですよね6逆なんですよ。ただそれをちょっ

と問いただすというか、おぼきしようと思つたら、撮られた東さんが2年前に亡くなられ

ちゃつたんですよ。だからもうこれがもし。

山崎 :こ こプリン トスクリーンで撮って反転できないんですかね。

登校前の少年たち

一日野駅ホームを背景に ―

昭和 30(1955)年前後

河野和正氏所蔵

この頃の写真は、終点は浅川駅なんだ。

浅川ですよね。

日野駅ホーム ー下 り線―

昭和 30(1955)年代

古谷庫太氏撮影

天野

河野

天野 :終点は。今高尾止ま りだけど。浅川止ま りだったんだ。

石嶋 :こ こに写っている車は、井上さん、何ですかね。
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井上 :わ からないです。

山崎 :早い、即答 して。 (笑い)

石嶋 :残念でした。

谷享司 :即答はできないな。

石嶋 :1つありますよね。

山崎 :あ る意味わからないので即答する。

谷享司 :あれ、車 とい うのは トラックです。

石嶋 :タ クシーのあれですかね。

谷享司 :いや、タクシー じゃないと思 う。

石嶋 :も う1つ、松本 さんはいらっしゃってないのですけど、これをまた使わせていた

だきましたけれ ども、ここにこんな売店があつて、ここに自転車があるとか。

天野 :こ れは最近だな。

石嶋 :日 野駅つて書いてあるところに

三輪車がある。

山崎 :河野さんちのとかじゃないかな。

(笑 い)          ″

河野 :そ う言つてる。

谷享司 :そ の うち貼 られちゃ うよ、「駐

輪禁止」って。 (笑 い )

日野駅

昭和 26(1951)年

松本保氏撮影

石嶋 :こ れは今 日お借 りした、この志村 さんのお父様、

お祭 りのときですかね。

章 さんが撮 られたやつですね。

ヒ 山崎 :真 ん中に柱があると神輿が通れないから

だと思 うんですよ。

石嶋 :こ こは若い人 とい うか、学生さんにぜ

ひ見てもらいたいんですが。 ここ、おわか りに

なりますか。速度制限つて書いてあるのかな。

何でこれ 32と い う。

山崎 :何で半端なの ? '
谷享司 :いやマイル計算 しているから。

石嶋 :ど うしてマイル計算にしているか。

天野 :こ の 32っ てい うのは高さ? 3メ ーター

20?(笑い)

不明 :いや 32キ ロって書いてあるから、32キ ロ

天野 :32キ ロ、キロか。

宮神興渡御 一日野駅前一

昭和 29(1954)年 9月

志村章氏撮影

の高 さって。
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谷享司 :重量制限か ?

石嶋 :昭和 29(1954)年 なんですよ。ちょっと谷 さん解説 してください。

谷享司 :解説ですか。昭和 29(1954)年です と、ここら辺は立川基地がす ぐにありまして、

進駐軍が、米軍が来ていたので、 日野駅の看板も下側に 「Hino station」 って書いてあり

ますけど、それ と同じで、32キ ロってい うのは 20マイル。1.6キ ロなので、 1マ イルが。

そ うすると時速、向こうで言 う20マ イルで走行 しなさいとい う米軍向けの表示ですね、こ

オし。

山崎 :そ うしたらマイルつて書いておけば。

谷享司 :だから、米軍用の表示 とい うか、米軍の表示をそのまま日本用に変えちゃった

から、速度が 32キ ロになった。

山崎 :訳 してあるだけってことですか。

天野 :な るほど、マイルだな。

谷享司 :も ともとがマイルだから。 (笑 い)

北村 :進駐軍の トラックが通つている写真がありますよね。残つていますよね。

石嶋 :それで、戦後間もないころその進駐軍にね、日本が戦争で負けたつてい うのはわ

かります ?(笑い)それで、車がもう何 とい うか、身勝手とい うか、すごいスピー ドでこ

こを駆け抜けるんですって。で、亡くなった方が何人もいらつしゃるんです。そうい う事

故にあわれた方とか、そ うい う方がいたとい うことをちょっと覚えていてもらうといいん

じゃないかなと思います。

山崎 :そ うい う気晴らしに来てたんじゃない、日野に何 しに来るのかなと。

石嶋 :で、今度は飛びます。これちょつとカラーで珍 しいですね。お正月ですね。前に

「まちかど写真館」で、人坂神社の前にお飾 りを付けた車が走っている写真を掲示 したん

ですが、ちょうどその道を歩いて駅に近づいたところで、戸高さんとい う方が撮 られたも

のです。この当時としてはすごく珍 しい。まだ出たてのフィルムだったそ うです。

山下駅長 :ち ょっと不勉強なのですが、この

写真の中で正月のシーンとい うのがわかるとい

うのは、どうい うところでわか りますか。ちょ

つと、自分はわからなかったんですよね。

石嶋 :そ うですね、ぱっと見たらわからない

ですよね。

山下駅長 :何か教えていただけると。

山崎 :みんな音つて着物なのにね。情報提供

正月の朝 ―日野駅前一      者、写真の提供者が。

昭和 38(1963)年 1月        石嶋 :こ こか らではわか らないですかね。こ

戸高要氏撮影        れアメ車で しょう? アメ車は付けてかな ?

山崎 :付 けてる。 (笑 い )

石嶋 :じ ゃあ、当人か ら聞いているか ら自分がわかつたので、実はこれ と対になってい
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るんですよね。ちょっと時間がかかるんですけれ ども。

谷享司 :あ れで正月だってわかったのは。

山崎 :実 は言つているだけだつたとか。

石嶋 :こ れなんですよ、これを撮ったあとに日野駅に向かっているんですけど。ちょっ

といろいろ開いてみたら、なくなっちゃったかも。いつぱい開いちゃつたんで。(パ ソコン

のオーバーワークのため)ち ょっとここで少 し一服 していてください。

岩田 (駅員):すみません、先ほど大塚まで通つていらしたとおっしゃっていましたけ

ど、その当時新宿までって何分 ぐらいかかったんですか。

三浦 :約 1時間 ぐらいかかっていました。 6時半には私は うちを出ま して、国立大なも

のですか ら、授業は 8時か ら始まるんです よ。 1時間半ない とちょっとやばいので。

三浦 :混んでいたの。 したがって、知っている人 とい うのは、その電車に乗つている人

しか知 らない。

三浦 :あ あ、もういつも。

山崎 :す ごいローカル線の話を聞いているみたい。 (笑 い)

岩田 :そ の当時も値段的には、水準でいつたら今 と変わらないぐらいの ? ちょつと高

かつたりするの ?

三浦 :学割 とい うのがあつて半額以下でしたからね、お金は安かつたと思いますね。

石嶋 :ち ょっと時間かか りますから、お話になっていてください。

三浦 :1つだけ質問。80以上の方がいいんですけど、日野駅に昔扉が付いていたはずな

んですよ。今ありますか。

渡辺 :ど こにです ? 改札 ?

、`_   三浦 :家の中に。大学生のときに、酔っ払つて、 うんと飲みすぎて帰ってきたもので、

閉まっちゃって出られない、外へ。で、改札出てから出口が二通 りあるでしょう。昔はあ

ったんですよ。閉まっちゃったの。

不明 :あ そこに扉があったんですか。

谷スエ :昔 は本の枠があった。

三浦 :夜遊びができな くなっちゃったの。

岩田

三浦
t‐   山崎

滝本

三浦

滝本

三浦

石嶋

渡辺

その当時 1時間に 1本 ぐらいは走っていた ?

ええ、もう決まった電車以外は動いてないです。

それ しか乗つてない。

終電になると、ここは戸を閉めちゃうんですね。

そ うですね、今はフリーパスで出られる。 (笑 い)

そ う言われると昔はそ うですね。

何か記憶がある人はいますかね。古い、そんな時代のやつは古いと。

すみませんね、お待たせ しました。ここ、わかりますかね、これ。

あ、付いてる。
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石嶋 :こ れ、お飾 りです。ちゃんとね。でまあ正月のとい うことだそ うです。

(笑い )渡辺 :あ あ、やっと解決。

滝本 :38年 ごろだな。

そ うしましたら今度は、先ほどの踏切のお話が出ましたけれ ども。これ、ここの

ところで したね。 こちらは坂下地蔵の地蔵堂です。

山崎 :踏み切 りはなくなったけれ ど、この道 自体

は残つていましたね、結構。私が小 さい頃 ぐらいま

で。

石嶋 :50年代ですね。

石 嶋

天野

石嶋

ずっとね、最近まで残つていたね。

さつき写っていたのはここですか。

河野 :それはだか らホームの端つこにあった トイ

レと、その向こうの事務室、あの駅長室があったの

ね、一時。それでそれが壊 されてもつと手前へ伸び

たんです よ。ホームが。

天野 :あ の場所はよく通 らせてもらったよ。学校

行 くのに。 (笑い )

日野駅の南側にあつた踏切

―坂下地蔵堂脇 ―

昭和 30(1955)年代後半

日野市郷土資料館提供

石嶋 :今 日カメラマンの井上さんがいらつしゃいますけど、何 と中学 1年のときに撮 ら

れた写真です。ここに写つているかな、ここかな。

日野駅

昭和 46(1971)年 2月 8日

井上博司氏撮影 .

井上 :そ の ときはもうないんです よ。それは自動だから。

荻原 :こ れはこうい うやつに代わっちゃっているか ら。

井上 :で、今その 「特快」って書いてあるところの、電車のす ぐ右に階段があるんです

よ。いや左。

谷享司 :そ こに柵が してあって階段があるんです。

山崎 :あ あ、あったあった。

谷享司 :大体山の上か ら来た人はあそこまで登ってきたんだよ。
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井上 :そ こが定期を持っている人の通学路。で、踏切番がいた頃はなかなかできなかっ

たんだけれ ど、もうこれになってからはみんなおおっぴらにやるわけ。

荻原 :自 分もよく利用 させていただきましたよ。 (笑 い)

山崎 :だからみんなあっちに改札がほしいって言 うんだ。

井上 :いや、本 当に西 口に改札があると実践の子が。

山崎

井上

石嶋

井上

河野

天野

石嶋

河野

実践の子は相当楽です よね。

そ うそ うおつかなくないんです よ。

ここつて誰か住んでいたんですか。

あ、それ、住んでま したよ。

何人か住んでいま した。入れ替わ り立ち代 りですけれ ど。

この電車が通つている頃は、ここへ改札 口が何 ヵ所かあつたの。

お堂なの、これお堂です よね。

お堂でその横。そこが畳の部屋があって、行つたことがあるんです よ。今 自治会。
‐`   谷スエ :集会所があつて。

山崎 :自 転車置き場ができてあきらめたんですよね。

石嶋 :こ こが飯綱さんの階段があったんですね。

河野 :ち ょっといい、左側の下の方、そのもう少 し左。矢印を下にしてください。左側

に崖がありますね。 これはだから人工的に埋めたもので、本来は、ここは全部谷で、旧駅

までずっと谷が入つていたとい うことです。だからここの家が建っているのは、多分形か

らすると入 り小屋だから、江戸時代からの農家の建物で。だから江戸時代から多分ここに

家があった。その低 さが昔の低 さですよ。

石嶋 :こ れはお蚕 さんをやっているの ?

河野 :か もしれないですね。

荻原 :こ こは竹内さん。

谷享司 :いや、蚕をやるや らないの問題 じゃなくて、わら屋根 とい うのは下で火を燃 さ

、ヽ_   ないとだめになっちゃ うので、必ず煙抜きが付いているんです。

石嶋 :じ ゃあ別に蚕を飼っていたとい うことだけのじゃない。

谷享司 :蚕 を飼 うからではない。蚕を飼っている家 とい うのは、大体天丼が丸の竹だと

かそ うい うので、すのこ状になっているやつがある。             .
石嶋 :こ こにまだ拓銀が。

渡辺 :今 はなき。 (笑い )

石嶋 :今 は清水組の。そして、ここへもう1枚。これ品川 さん、判子屋 さんが撮 られた

写真があります。これはもう自動ですかね。

不明 :自 動になっている。

井上 :も う埋め立てられちゃったんだ。

谷享司 :で も? 付いてないよ、まだ。

天野 :こ れはもう新 しいね。

荻原 :新 しい。でもさつきのよりはあれ じゃ
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ない。

谷享司 :さ っきのよりは古いですよね。

山崎 :古いよ。

谷享司 :階段のところに柵が付いてないよ。

荻原 :た だもう向こうを埋め立ててあるから。

石嶋 :昭和 52(1957)年です。

谷享司 :じ ゃあやつぱり不便だから柵を取つ

たのか。

井上 :そ うそ う。

天野 :何せ 日野駅ができた頃は、谷間の上に

できてるつて感 じだったからね、 日野駅は。

石嶋 :こ れは道が。

荻原 :こ れまだ工事をやつているときですね、実践に抜ける道ですよね。

石嶋 :そ うしたら、じゃあこれは 52年でしょう。そ うしたら右側が。これは 30年代後

半。そ うですね。

河野 :あ のホームのところに屋根がある、その右側の左側にまた小 さな、もうちょつと

左側に持うていってください。もう少 し左。そこに建物があるでしょう。これがだから新

しい駅員の事務所です。さつきの、最初踏切のそばにあったのはここへ持つてきたんです。

山崎 :あ あ、むこうをつぶ して。

河野 :つ ぶ して。それでむこうを、ホームを広げて、それを延長 して。それからその右

側に、その下線路の、その下、矢印の下。ちょつと階段があるんです、そこに。縦にある6

そこはその事務所へ上がる階段があつて、そこが。 さっき最初の写真の頃で、斜めにずっ

とありましたね、交通路が。あれからずつと上がってきて、そこまで来て駅員 さんはそこ

から上がってくると。それで 3時頃になると荷物電車が 1両来て、そこで新聞を下ろして、

新聞をそこから今度は共同し―て下に交通路がある。それで台車で駅まで運ぶのをやつてい

ましたね。昔、子 どもの頃。

早朝の日野駅

昭和 38(1963)年頃

日野市郷土資料館提供

石 嶋 :そ れ で は、今 度 は。 これ は昭和

30(1955)年 代ですね。朝夕だけこうい う、こ

っちを開放 したとい う話を聞いたんです けど、

そ うなんですかね。通常はこつち側で、混雑

時だけここのを開放 したと。

河野 :そ うかもしれないね、多い ときには

ね。だか ら少ない ときはその奥の、母屋の側

のこっちだけ。

封鎖 され る前の日野駅南踏切

昭和 52(1977)年

品川明雄氏撮影

t

F~~―
~―
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石嶋 :こ れは何かオ リンピックの、39年なんですけど、ちょつと前に予行練習みたいの

をやつたときなので、天気がいいんです。本番の時は何かね、天気が悪かつたみたいです

けど、ちょうどさっきも出ていましたけど。 ここのところにじゃあ階段、向こう側から、

東側から登って来ると、この中に空間があつた ?

谷享司 :空 間があつたの。

山崎 :今 は道なんですよね。

谷享司 :そ うそ う、今だからトンネルになって、

石嶋 :じ ゃあここをつぶ しているんですか。

山下駅長 :も う1個前のももう一度出してい

ただけますか。

石嶋 :も う1個前、これでしたっけ。

山下駅長 :はい。ちょつとお伺いしたいので

すけど、どうしても皆 さんの方がお詳 しいので、

すみません。その駅のホームに上がる通路 とい

うのが、今旧年のオ リンピックの、さっき言つ

たようにそこの手前のところを上がっていって、

そこのこっちから階段を登っていくとい うのが

あるわけですよね。ごめんなさい、それだけだ

と思ったら、先ほどの話だと混んでるときにそ

通路になった ところは。

東京オ リンピック自転車競技予行

一日野駅西― ″

昭和 39(1964)年 9月

品川明雄氏撮影

こを使い、普段はってい うのは。

河野 :混んでいるときはそこの部分ですよね。屋根はこつちへ出つ張っていますね。あ

の部分にも出入 り口があったんですよ。その奥にも出入 り口があつて、駅員が立つ じゃな

いですか。改札 口じゃないから3つ 4つ出ちゃうわけですよ。普段は 1つで、朝夕はだか

らもう2つ ぐらいこつちにあって、そこへ駅員が立って。だから切符を。

山下駅長 :普段の改札回は今の駅のこれが付いているところに。でもホームヘの導線は

t   いずれその臨時で改札されたそこの。

河野 :ま っすぐですよね。

山下駅長 :一緒に合流 してこうぐつと。

石嶋 :中 にこう入つているんですよね。

河野 :そ うです、それでそこにありますね、ほら。あそこへ駅員が四角の中に立って売

つている、切符を。

山下駅長 :じ ゃ普段はそこは開いてないわけですかね。左側に行つてぐるつと回つて。

石嶋 :それで、河野さんからお借 りしたやつで。

山崎 :それもまあ、階段は 1本 なんですか。あくまでも階段は 1本。 日が広いだけで。

石嶋 :こ れが今の東側の、もう作つているんですね、これ。

山崎 :今 の駅の。

山下駅長 :それがやがてこちらの。

石嶋 :こ れは西側から。
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河野 :ホ ームの下が空間になっているんですね、吹き抜けになって。

山崎 :透 けて向こう側が見えている。

河野 :だから私は上 り線から降 りて下 り線まで行つたりとか。 (笑い)

れは下を通つて行つた り、何かそ ういつた、遊んだ記憶があります。

山崎 :駅 の近所の人つて怖い。

石嶋 :そ うすると今度は日野駅の西側の区画で、階段がここへ。ここ

ここのところがない。

山崎 :階段だけ変わらないって怖いですけど。

いや、だからそ

ら辺がまだ。まだ

石嶋 :そ れで変わったのが、もうここ、今。抜けるところを作つているんですね。区画

整理。ここはあれですかね。

日野駅新昇降口建設工事

昭和 51(1976)年頃

河野喜映氏撮影

河野 :生協です。

石嶋 :と い うことはここに煙突がある、これが藤野。

河野 :藤野のパン。

石嶋 :最初は藤野缶詰工場。それでここが薬王寺ですよね。ここへ拓銀が。電車がここ。

ここはゴルフ練習場。梨屋。

谷スエ :松本梨屋 さん。

石嶋 :あ と見てないのは。

谷享司 :今の写真で、四ツ谷方向つてやつぱり田んぼばっかか。

井上 :田 んぼだね。

谷享司 :田 んばなんだね。

山崎 :田 んぼの先にうちなんだけど。 (笑 い)

石嶋 :あ と見てないのは。あ、これ見てなかった。これは志村章 さんが撮 られたやつで、

ホームから東側を見ているところなんですけど。これ、 2枚の写真を谷 さんに合成 しても

らつたんですが。わか りますかね、ここは宝泉寺の山門ですね。ここは大昌寺。一小がも

っここへ。

谷享司 :懐かしいな、喫茶ムーランなんて。

日野駅西区画整理事業

昭和 52(1977)年

品川明雄氏撮影

ヽ
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t

不明

渡辺

井上

石嶋

河野

石嶋

井上

天野

石嶋

河野

谷スエ

石 嶋

ムーランがあるの。

何、そんな喫茶店があつたの。

危ない喫茶店。 (笑 い )

ここは花輪 さんですか ?

花輪 さんですね。

日野駅ホームか ら東側方面を望む

昭和 30(1955)年代

志村章氏撮影                .

それでこれは何。

違 う、花輪 さん じゃない。

栗山さんか、 日野 さんか どっちかだな。

河野 さんのところつて。

そこの 2階家 とその向こうの蔵。

:あ の蔵がそ うです よね。

いま じゃここら辺にこうできてますね。

そ うですね、母屋の ところにだからあれが入つてますね、何だつけ、みずほが.

じやあこの辺の家は全部つぶれて道になっているんですか。

そこら辺に川が流れていたよな、どこかな。

そ うですね、ここの ところです よね。床屋があってその間に。     .
そ う、そこに川が流れて、用水。床屋 とうちとの間です よ。

ここのところが じゃあ旧甲州街道がこう。

はい、そ うです。

右にある松は宝泉寺の松 ?

そ うですね、宝泉寺ですよね。

じやあその辺だね、川が流れていたのは。ホームの下を。その川でよく遊ばせて

t
河野

(笑い)

山崎

天野

石嶋

河野

石嶋

河野

天野

石嶋

天野

もらつたんだよな。川止めてさ。 (笑 い)そ こへちょっと水を入れて、怒 られて。

山崎 :怒 られるわ。遊び方の規模がでかい。ばしゃばしゃやったわけじゃないんですね。

天野 :そ れで朝、学校へ行 くと一小の先生に怒 られて、みんな立たされてね。
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山1崎 :昨 日由んぼに水を入れたやつがいますつて。    |

石鳴 : 大体今展示 している写真を二通 り見ていただいたんですけど、何かこれは言つ

ておきたいとか(伝 えておきたいとい うことがあれば。小島さんt長い時間すみません。

何かございますかね。あの写真のことをおつしゃっていただければ、また持って行きます:

なかなか見られないのは、この写真がね、について。

小島 :旧 駅のホ‐

^に
ずっと、陛下が多摩陵べ参拝のときはもうみんな、 5、 6年生の

人がみんなぉ見きりね。

山崎 :お召し列車が通るんですか。 :

小島 :山 がこうぃう各うにありますよれヽそうするとお召し列車がお通りになるのを見

えなくなるまで最敬礼をしなきやぃけなぃなんて言わ:れ てね。1中 は陛下が塵らていららし

やるんだけども、当時は見ましたね。軍服で陛下がいららしキちたのを::それで大概お座

りになっていてね、それで1回は立らてぃららしゃってね、ちょらと中でこうtそ ういう

感じに見えたんですよね。そうしたらその当時には長れ多い言葉ですけど、子どもでしよ

う。ですから「あ、今窯っていたのが見えたわ」なんて、(笑ぃ)そんなあれでしたよ:そ

れでずっと向こうへ行きますと山がこういうふうになつているから、もうそのお召し列車

が最後見えなくなるまでこうやらてしていないといけないもそういう思い出があ・ります6

ホ∵ムがずっとあれでしたけど。山のね、ずっと長かつたものですから。 2(3年生ぐら

いがずらとみんなで並んでね、それでお帰りになる時間はまたね。そんな思い出がありま

すけども。

河野 :ち ょっとすみませんtこ の写真ですけど、崖をこう切つてありますね。ここが谷

だったんですけど、崖を切つてあつて、ここをよく見ると根っこが出ていますよねoだか

ら一番崖の高ぃところがここ―なんですけど、こっ
.ち

はやっばり自然面が近く、自然のとこ

ろが出てきているわけね6で、これで、さつきの荻原さんのあれ。だからこの写真を撮っ

た位置なんですけどね、推測|す ると荻原さんの遠景のやつは。     :  ‐

山崎 :自 然面のところに登つて撮つた。

河野 :そ う自然面のところに多分登つて撮らたんで、そうですね。ですからここから自

然面がくるでしょう、この傾斜が生きているんですよ、音の。このあたりから確かによく

見えたんです、こっち側がざだから撮つたのはもしかしたらこのあたりから撮つているか

も6こ っちはこれよりも高くなつて、崖がこう高いところを切ちているんでね。だからこ

のあたりから撮らた可能性があるのかなと思うんです。あの明治の写真は:

小島 :今 はもうないでし∫う、この若4111に は。明治天皇がいらっしゃつた松の本が。|

石嶋 :こ こできっきめ日野停車場で「祝」何とか何とかつて書いてあったのがあるんで

すけど、それを逆転して、反転して
`何

て書いてありますか。      |    ‐

谷ス平 :陸軍。    |
石嶋 :陸軍、あ、高木かな。   1
渡辺 :あ、高木つて書いてある。

ヒ

―

― ― ―
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不明 :陸軍でしょう。

河野 :あ、本当だ、高木だ。

石嶋 :やっぱり出征 じゃないかな。高木昂

さんじゃないですよね。出征するときにね、昭

和 5(1930)年 ぐらいですよね、15年戦争が、満

州事変であるとか。

三浦 :入隊、ですかね。

不明 :12年入営 と書いてありますよ。

三浦 :何回も行つたことあるけど、こんなも

のやったことない、持つたことがない。みんな

/Jヽ さい小旗。

写真を反転すると…。

石嶋 :と い うことはかなり前ですかね。高木つて読めますかね。

山崎 :私、松本つて読めるんだけど。

石嶋 :こ れ、松木 ?t

t

山崎

石嶋

山崎

三浦

不明

不明

井上

山崎

北村

石嶋

不明

Jヒ本寸

山崎

荻原

山崎

渡辺

あの彫るつてい うあんな字 じゃないですかね。

ただ 「祝陸軍」。

陸軍、将つて書いてあるん じゃない。

将で しょう。

将は見える。

陸軍、将だな。

山崎 :あれ じゃない頃でしょう。徴兵制 とかじゃない頃でしょう。だか ら士官学校みた

いなのに入つているんですかね。

北村 :「 入」つてい う字が見える。

不明 :入隊、入営、入営だ。

石 嶋

その辺のお寺 さんの墓を荒 らして くるようだ。

高木 さんちで調べてみて。

「吉」が見える。

これ吉。

吉ですね。

この辺がちょっとわか らないんだけど「陸軍入営」 と書いてあると思 う。

反転 してみるものですねえ。

近所に高木さんっていたんですよね、でもね。

そこのうちの可能性が高いですよね。

でもあれだけ立派な旗だから、高木歯医者 さんだね、きっとね。

皆さんからお借 りした本当に一部分 とい うか、郷土資料館のお金をお借 りして作

らつているんですね。それが今 40点貼 り出してあるんですけれども、ほかにも実

ります。そ うい うものをまた見ていただく機会を設けたいと思 うのですが、今回

らせても

はまだあ

- 33 -



は長時間にわたっておつきあいいただきましてありがとうございました。宿題を提供いた

しましたので、ぜひ。(笑 い)あれですよね、駅長 さんは今度多摩地域の図書館大会などを

考えて。

山下駅長 :そ うなんですよね。

石嶋 :で もお話なさって、関心をお持ちの方は、調布市のたづ くりとい うところで、そ

こでお話になるのでお聞きいただければと思います。またいろいろな情報を教えていただ

ければと思います。では最後に館長から。

渡辺 :本 日はどうもありがとうございました。本当に貴重なお話を皆さんからお伺いで

きて、びつくりするような、本当にそ うだつたのかなんて思いました。やっぱり日野駅の

周 りにたくさん会社の、石炭を取 りに来たり、何てい うのかな、そ うい う貨物の基地みた

いな形で日野駅があつたとい うことも、私たちも初めて知 りましたし、そ うい う意味で日

野駅とい うのは貴重な駅だつたんだなと改めて感 じることができました。本当にありがと

うございました。

これから先も、今年 1年、120周 年なので、 日野駅に関しての情報を、こうい うことも   一

あつた、ああい うこともあつたつて、図書館で集めてお ります。ぜひこうい うのを一つ、

小さな冊子にでもして残 していきたいと思つてお りますので、皆様からの情報をいつでも

お待ちしてお りますので。本 国はどうもありがとうございました。      ・

( 終了 )

□当会 終 了後 のや りと りか ら

井上 :お願いがあるのですがいいですか。駅舎の中に小 さなベンチがとい うか、椅子が

とい うか、くくり付けの、あったんですよ。

. 山崎 :あ あ、今のあれのところ。

谷享司 :キ ャッシュコーナーのところに。

井上 :キ ャッシュコーナーのところに、音の腰掛みたいのがあつて。

谷享司 :木の。

井上 :そ の上に東光寺と坂下地蔵の写真が貼つてあつたんですけれ ども、その中の写真

をどなたか持っていないですか。その腰掛があつたときの。

山崎 :あ あ、その。

木村

井上

山崎

不明

山崎

キオスクの裏だな。

あそこに二人掛けぐらいの小 さな腰掛があつて。

あったあった。

幅の狭いね。

私が高校の時 ぐらいまであつた。かつてその、原宿駅だつたつてい う話を書いて

あつたけど。

不明 :そ うですね、これ。

不明 :昔原宿駅つてい うのは嘘だった。

山崎 :え え、嘘って最近わかつたけれ ど、そこら辺に書いてあった気がする、日野駅に、
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あとの方に。

不明 :書いてあつたよ うですね。

その、書いてあつたやつ。で、いつの頃からか外されていたんです。

おかしいつて指摘されたの。

恐らくは。

これはあれですよ、左側が駅ですよ。右側が平野さんの。

谷享司 :あれ平野不動産。

荻原 :甲州街道のガー ド下が、四ツ谷側の。

石嶋 :昭和 5(1930)年 だつていいますよね。

河野 :昭和 5年、あの建物はそんな頃からあつたの ?

石嶋 :はい、ありがとうございました。
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石鳴
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